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第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
組
み
立
て
」。
多
数
の
応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
小
学
４
年
生
以

上
の
15
名
が
参
加
し
た
。
当
時
の
金
属
労

協
機
関
誌
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

仕
組
み
を
学
ん
だ
後
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
が
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ビ
ス
打

ち
を
し
、
40
～
50
分
か
け
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
組
立
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
最

後
の
検
査
で
完
成
が
確
認
さ
れ
る
と
、
破

顔
一
笑
、
周
囲
か
ら
も
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ 

イ
オ
ニ
ア
労
組
所
沢
支
部
の
皆
さ
ん
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
苦
労
話

も
記
さ
れ
て
い
る
。

伝
え
よ
う
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

　
～「
も
の
づ
く
り
教
室
」20
年
の
取
り
組
み
～

　

2
0
0
3
年
12
月
20
日
、
パ
イ
オ
ニ
ア

労
働
組
合
の
協
力
の
も
と
小
学
生
を
対
象

と
し
た
第
１
回
「
も
の
づ
く
り
教
室
」
を

開
催
し
て
か
ら
、
20
年
が
経
過
し
た
。
本

稿
で
は
、
も
の
づ
く
り
教
室
の
目
的
と
第

１
回
開
催
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

現
在
全
国
に
波
及
し
て
い
っ
た
経
過
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

は
じ
め
の
第
一
歩

　

金
属
労
協
は
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体

に
対
す
る
政
策
・
制
度
要
求
で
「
も
の
づ

く
り
教
育
の
拡
充
」
を
主
張
す
る
一
方
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
き
出
す
た
め
の

き
っ
か
け
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
も
の
づ
く
り
教
室
」
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
た
。
金
属
労
協
第
42
回
定
期
大
会

（
2
0
0
3
年
９
月
２
日
開
催
）
で
決
定
し

た
2
0
0
4
年
度
活
動
方
針
に
、
次
の
と

お
り
明
記
し
て
い
る
。

た
ち
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
つ

の
か
、
ど
の
程
度
の
難
易
度
が
適
当
な

の
か
が
、
最
も
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
１
回
に
向
け
て
試
行
会
も
行
い
準

備
し
た
結
果
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
か
ら
楽
し
か
っ

た
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査

（
2
0
0
4
年
度
活
動
方
針
よ
り
抜
粋
）

技
術
・
技
能
の
継
承
・
育
成
、
将
来
の

国
内
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
強
化
の

た
め
に
は
、
健
全
な
職
業
観
の
育
成
な

ど
、
人
材
育
成
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

り
、
戦
略
的
な
も
の
づ
く
り
教
育
の
構

築
が
必
要
で
す
。
金
属
労
協
は
、
そ
の

具
体
化
の
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
小
学

生
に
対
す
る
も
の
づ
く
り
教
育
の
拡
充

に
焦
点
を
絞
り
、
労
働
組
合
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
も
の
づ

く
り
や
科
学
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
直
接
訴
え
か
け
る
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
金
属
労

協
の
提
案
に
賛
同
い
た
だ
い
た
電
機
連
合

パ
イ
オ
ニ
ア
労
働
組
合
所
沢
支
部
を
中
心

に
、
パ
イ
オ
ニ
ア
労
組
本
部
、
電
機
連
合
、

パ
イ
オ
ニ
ア
株
式
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
開
催
、
所
沢
市
や
市
教
育
委
員
会
も
後

援
し
て
い
る
。

パ
イ
オ
ニ
ア
労
組
所
沢
支
部
役
員
の
感
想

（
機
関
誌
2
0
0
4
年
冬
号
よ
り
抜
粋
）

　

私
た
ち
執
行
部
は
、
慎
重
に
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
何
度
も
な
ん
ど
も

会
議
を
開
き
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
り
上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。
子
ど
も

所沢市内の小学生15人が参加した第1回ものづくり教室
（2003年12月20日）
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な
お
、
開
催
当
日
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

に
対
し
て
鈴
木
議
長
（
当
時
）
は
、「
も
の

づ
く
り
教
室
を
、
と
く
に
組
合
の
Ｏ
Ｂ
の

人
た
ち
に
対
す
る
生
き
が
い
の
場
と
し
て

全
国
各
地
で
開
催
す
る
の
が
将
来
の
夢
」

と
語
っ
て
い
る
。

全
国
へ
の
波
及

　

2
0
0
4
年
に
は
新
た
に
、
金
属
労
協

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
新
潟
金
属
部
門
連
絡
会
・

連
合
新
潟
金
属
部
門
連
絡
会
が
「
扇
風
機

の
組
み
立
て
」
教
室
を
開
催
し
た
。
以
降
、

2
0
0
5
年
に
は
連
合
東
京
金
属
部
門
連

絡
会
が
「
鋳
物
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作
」、

2
0
0
6
年
に
は
連
合
富
山
金
属
部
門
連

絡
会
が
「
扇
風
機
組
み
立
て
」、
2
0
0
7

年
に
は
茨
城
県
で
パ
イ
オ
ニ
ア
労
連
が「
紙

コ
ッ
プ
ス
ピ
ー
カ
ー
製
作
」
を
新
た
に
開

催
す
る
な
ど
、
定
期
的
な
も
の
づ
く
り
教

室
の
実
施
が
、
拡
大
・
定
着
し
て
い
っ
た
。

　
「
も
の
づ
く
り
」
に
か
か
わ
る
様
々
な
工

作
キ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
利
用
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ

る
。
安
価
な
も
の
も
あ
る
が
、
や
や
高
価
な

の
が
難
点
。

例
：
ラ
ジ
オ
、
蓄
音
機
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
蒸
気
機
関
車
、
飛
行
機
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
風
力
発
電
機
、
ソ
ー

ラ
ー
工
作
、
モ
ー
タ
ー
工
作
、
電
子
工
作

な
ども

の
づ
く
り
教
室
の
現
在
地

　

20
年
前
に
始
ま
っ
た
「
も
の
づ
く
り
教

室
」
も
い
ま
で
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

金
属
労
協
政
策
企
画
局
の
調
べ
に
よ
る
と
、

2
0
2
2
年
９
月
～
2
0
2
3
年
８
月
の

１
年
間
に
46
都
道
府
県
中
38
都
道
府
県
・

39
会
場
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
モ
ー
タ
ー

カ
ー
工
作
（
二
輪
・
四
輪
）、
ソ
ー
ラ
ー
カ

ー
工
作
、
ス
ト
ロ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
、
電

波
時
計
製
作
、
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
製
作
な

ど
作
成
物
も
幅
広
い
。

　

金
属
労
協
が
毎
年
策
定
し
て
い
る
「
地

方
に
お
け
る
産
業
政
策
課
題
」
の
2

 
0
 
2
 

4
年
版
で
は
、「
一
般
的
に
、
自
治
体
な
ど

が
開
催
し
て
い
る
も
の
づ
く
り
教
室
で
は

木
工
な
ど
が
多
く
、
金
属
を
使
用
し
た
も

の
や
機
械
の
組
み
立
て
な
ど
は
多
く
な
い
。

金
属
の
労
組
を
中
心
と
し
た
『
も
の
づ
く

り
教
室
』
を
継
続
的
に
展
開
し
て
く
こ
と

が
重
要
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
併
せ
て

2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
も
の
づ
く
り
教
室
」
に
お
い
て
も
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

も
推
奨
し
て
い
る
。
実
際
に
、
和
歌
山
県

で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
実
施
す
る

な
ど
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

　

今
ま
さ
に
、
も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え

る
人
材
確
保
・
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
担

う
で
あ
ろ
う
小
学
生
が
「
も
の
づ
く
り
」

に
親
し
み
、
そ
し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
金
属
労
協
で
は
引
き
続
き
、

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
じ
て
地
方
連
合
金
属

部
門
連
絡
会
で
の
「
も
の
づ
く
り
教
室
」

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
結
果
、
2
0
1
4
年
時
点
で
は
、
金

属
部
門
連
絡
会
の
あ
る
46
都
道
府
県
の
う

ち
、
32
都
道
府
県
で
「
も
の
づ
く
り
教
室
」

が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
連
携
し
て
開
催
す
る
県
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
金
属
労
協
は
補
助
金
を
交
付
す

る
な
ど
予
算
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
の
他
、
参

考
資
料
と
し
て
「
政
策
レ
ポ
ー
ト
」
で
も

の
づ
く
り
教
室
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信

し
た
。
政
策
レ
ポ
ー
ト
の
具
体
的
な
内
容

は
、
①
も
の
づ
く
り
教
室
の
開
催
実
績
の

紹
介
、②
労
組
が
行
う「
も
の
づ
く
り
教
室
」

の
目
的
と
意
義
、
③
開
催
方
法
（
相
談

先
、
誰
が
実
施
す
る
の
か
、
対
象
者
、
開 

催
場
所
・
内
容
、
安
全
対
策
、
費
用
）な
ど
。

　

こ
の
う
ち
「
開
催
内
容
」
で
は
、
以
下

の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

①
会
社
や
事
業
所
の
特
徴
を
活
か
し
た

も
の

　

で
き
れ
ば
、
会
社
や
事
業
所
の
製
品
・

技
術
な
ど
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
仕
事
に
関
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
良
い
。「
工
作
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

「
実
験
」
で
も
良
い
。

＊
例
え
ば
金
属
加
工
、
機
械
組
み
立
て
、

あ
る
い
は
原
理
的
な
仕
組
み
が
理
解
で

き
る
よ
う
な
も
の
。

＊
職
場
と
同
じ
道
具
が
使
え
れ
ば
な
お
可
。

（
玄
人
の
道
具
を
子
ど
も
た
ち
は
喜
ぶ
）

②
市
販
の
キ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
た
も
の

お父さんにも手伝ってもらって兄妹で一生懸命作って
います（2024年４月27日、岡山県、メーデー会場にて）

第55回定期大会会場に「ものづくり教室コーナー」を設置。
子どもたちが作った完成品を展示した（2016年９月６日）


